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１１
月
６
日
、
黒
磯
文
化
会
館
で
合
併
５

周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
８
団
体
１
１
２
人
の
合
唱
に
よ

る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
幕

開
け
。「
君
を
の
せ
て
」、「
さ
ん
ぽ
」に
続

ふ
る
さ
と

き
、「
故
郷
」を
６
０
０
人
の
出
席
者
と
い

っ
し
ょ
に
歌
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
長
年
に

わ
た
り
市
勢
の
発
展
な
ど
に
貢
献
し
た
４１

人
・
４
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

栗
川
市
長
は
式
辞
の
中
で
「
市
民
の
皆

様
に
愛
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
那
須
塩
原
市
を

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
精
一
杯
努

力
し
て
参
り
ま
す
」
と
今
後
の
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

そ
の
後
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
堀
尾

正
明
さ
ん
が
「
地
域
パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る

に
は
」
を
演
題
に
、
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。

�・FAX…電話・ファックス …電子メール ■HP…ホームページアドレス

↑市内１５地区に組織化されている、
車座談議の活動を紹介するパネル。

↑黒磯文化会館の前庭で記念植樹を行い、
ヤシオツツジとゴヨウツツジを植えました。

↑「地域おこしはリーダーが鍵」と話す堀
尾正明さん。

那
須
塩
原
市
合
併
５
周
年
記
念
式
典

県
北
の
拠
点
都
市
と
し
て

さ
ら
な
る
発
展
を
誓
う

平
成
１７
年
１
月
１
日
、
栃
木
県
内
で
合
併
第
１
号
と
し
て
誕
生
し
た

那
須
塩
原
市
。「
協
働
」を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
合
併
５
周
年
記
念
式
典

で
は
、
大
勢
の
出
席
者
が
５
年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

←
会
場
一
体
と
な
っ
た
合
唱
は
、
那
須
塩
原
市
の
一
体
感
を
象
徴
す
る
歌
声
で
し
た
。

２平成22年12月 5日号



平
成
２２
年
度
表
彰
者

地
方
自
治
功
労

�
久
登
美
夫
（
鍋
掛
）

中
里

信
義
（
太
夫
塚
１
丁
目
）

宮
坂
喜
佐
夫
（
一
区
町
）

木
下

智
雄
（
二
区
町
）

塩
谷

信
雄
（
西
富
山
）

�
久

健
二
（
大
原
間
）

中
村

靖
彦
（
上
厚
崎
）

中
川

良
英
（
黒
磯
幸
町
）

関
塚

光
子
（
東
三
島
５
丁
目
）

社
会
福
祉
功
労

阿
部
美
智
子
（
西
幸
町
）

月
井

武
一
（
戸
田
）

産
業
功
労

鈴
木

洋
利
（
睦
）

消
防
・
水
防
・
防
犯
・
交
通
安
全
功
労

印
南

初
義
（
湯
宮
）

大
田
原
忠
敏
（
木
綿
畑
）

白
井

通
（
前
弥
六
）

相
馬

健
一
（
箭
坪
）

月
井

晋
一
（
戸
田
）

人
見

正
和
（
亀
山
）

松
本

孝
志
（
百
村
）

熊
田

茂
（
二
区
町
）

�
松

英
樹
（
西
三
島
１
丁
目
）

�
野

仁
美
（
三
島
３
丁
目
）

岩
本

浩
（
上
塩
原
）

印
南

良
夫
（
高
阿
津
）

君
島

正
三
（
上
塩
原
）

君
島

秀
之
（
中
塩
原
）

君
島

弘
晃
（
湯
本
塩
原
）

深
谷

隆
（
高
阿
津
）

細
井

俊
市
（
塩
原
）

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労

磯

忍
（
沓
掛
）

君
島

榮
七
（
上
塩
原
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労

久
保
田
笑
子
（
豊
浦
北
町
）

小
島

カ
ツ
（
錦
町
）

坂
本
惠
美
子
（
鍋
掛
）

品
川
久
仁
枝
（
上
厚
崎
）

相
馬
テ
ル
イ
（
橋
本
町
）

出
口

イ
ト
（
上
厚
崎
）

山
田
マ
サ
子
（
美
原
町
）

宮
原

生
子
（
埼
玉
）

黒
磯
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ロ
ー
バ
ー

日
新
中
学
校
生
徒
会

メ
ル
ヘ
ン
の
会

弥
生
会

金
品
の
寄
附

加
賀
谷
直
文
（
橋
本
町
）

齋
藤

秀
夫
（
共
墾
社
）

（
敬
称
略
）

【本誌中では、次の省略記号を使用しています】 ■本…本庁舎（黒磯） ■西…西那須野庁舎 ■塩…塩原庁舎

社会福祉功労分
野で代表して表
彰状を受け取る
阿部美智子氏→

受賞者代表で謝
辞を述べる君島
榮七氏→

↑表彰者の皆さん

平成22年12月 5日号３



住みやすい

どちらかと言えば
住みやすい

どちらかと言えば
住みにくい

住みにくい

わからない

無回答

33.0%

46.1%

11.5%

4.1%

4.7%

0.7%

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

住み続けたい

市内の他の
場所に移りたい

県内の他の
市町に移りたい

県外に移りたい

どちらとも
いえない

無回答 0.6%

4.0%

3.8%

2.9%

68.9%

19.9%

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

平成１７年度にも今回と同様の市民アンケートを実施しましたが「那須塩原市への愛着」お
よび「市政、まちづくりの満足度」の設問については、前回も実施しており、その比較と
して「那須塩原市への愛着」について、愛着を感じている人の割合は、前回が59.5％、今回
は76.2％で、16.7％増加しました。また、「市政、まちづくりの満足度」について、満足し
ている人の割合は、前回が19.2％、今回は41.6％で、22.4％増加しました。

市
で
は
、
平
成
２４
年
度
か
ら
始
ま
る
総
合
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
の

策
定
に
向
け
、
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
策
定
す
る
総
合
計
画
に
反
映

し
、
市
政
や
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
基
準
日

平
成
２２
年
６
月
１
日

◇
調
査
期
間

平
成
２２
年
６
月
１５
日
〜

７
月
１６
日

◇
調
査
地
域

市
内
全
域

◇
対
象
者

１８
歳
以
上
の
男
女

１
万
人

◇
調
査
方
法

郵
送
配
布
・
郵
送
回
収

◇
回
収
率

３３
・
７６
％

◇
設

問

１６
項
目

「住みやすい」が33.0％、「どちらかと言えば住みやすい」が46.1
％で、合わせて“住みやすい”が79.1％となりました。
一方、「住みにくい」が４．１％、「どちらかと言えば住みにくい」
が11.5％で、合わせて“住みにくい”が15.6％となりました。

「住み続けたい」が68.9％、「市内の他の場所に移りたい」が3.8
％で、合わせて“市内定住意向”は72.7％となりました。
“市外移転”を希望する人は、「県内の他の市町に移りたい」が
2.9％、「県外に移りたい」が4.0％で、合わせて6.9％となりました。

～那須塩原市の住みやすさについて～
（問）那須塩原市は住みやすいと感じていますか。

～那須塩原市に住み続けたいか～
（問）これからも那須塩原市に住み続けたいと思いますか。

４平成22年12月 5日号



満足度・重要度平均得点

0.14

0.32
1.13

‒ 0.12 1.54
0.24

1.45
‒ 0.13 0.76

0.37
1.31

0.01
0.67

‒ 0.11 1.13

0.08
0.39

0.53
1.37

‒ 0.03 1.02
‒ 0.04 0.99
‒ 0.05 1.2
‒ 0.10 1.19

0.11
1.29

‒ 0.08 1.2
‒ 0.02 0.76

0.27
0.67

‒ 0.05 0.52
‒ 0.07 0.9

0.13
0.72

‒ 0.13 1.04
‒ 0.02 1.2

0.04
1.07

0.62
‒ 0.37 0.93
‒ 0.32 0.94

‒ 0.14 0.85
‒ 0.43 1.28
‒ 0.35 0.92

0.03
0.51

‒ 0.03 1.12
0.07

0.46
0.11

0.54
‒ 0.06 1.03

‒ 0.30 1.25
‒ 0.05 0.72
‒ 0.06 0.52

0.02

‒ 1 ‒ 0.5 0 0.5 1 1.5 2

1    自然環境の保全

2    廃棄物対策の充実

3    地球温暖化の防止

4    土地利用施策の展開

5    消防・防災対策の充実

6    消費者保護対策の充実

7    交通安全対策の充実

8    国際交流の促進

9    男女共同参画の実現

10  水道水の安全供給

11  地域福祉の充実

12  障害者福祉の充実

13  高齢者福祉の充実

14  子育て支援の充実

15  保健・医療サービスの充実

16  国民健康保険の充実

17  都市景観の整備

18  公園、緑地の整備

19  良好な住環境づくり

20  広場のバリアフリー化の促進

21  道路の整備

22  雨水排水対策の推進

23  下水道の整備

24  農業の振興

25  畜産業の振興

26  商業の振興

27  中小企業への支援

28  観光業の振興

29  雇用の促進

30  中心市街地の活性化

31  生涯学習の推進

32  学校施設・設備の整備

33  芸術・文化の保護・活用

34  スポーツの振興

35  青少年の健全育成

36  行財政改革の推進

37  協働のまちづくり

38  安全な情報環境の整備

満足度
重要度

0.02

満足度に関する平均得点は、「水道水の安全供給」（0.53点）が最も高く、次いで「消防・防災対策の充実」
（0.37点）、「自然環境の保全」（0.32点）、「公園、緑地の整備」（0.27点）、「地球温暖化の防止」（0.24点）の順になっ
ています。一方、38施策の内23施策で平均得点を下回った結果になりました。
重要度に関する平均得点では、「廃棄物対策の充実」（1.54点）が最も高く、次いで「地球温暖化の防止」（1.45

点）、「水道水の安全供給」（1.37点）、「消防・防災対策の充実」（1.31点）「保健・医療サービスの充実」（1.29点）の
順になっています。重要度については、３８施策の全てが平均得点を上回った結果になりました。

～施策の「満足度」と「重要度」について～
（問）市総合計画（前期基本計画）に基づき進めている施策で、その施策に「満足」していますか。また、
その「施策」がどのくらい重要だと思いますか。

※平均得点とは、満足している（重要である）＋ 2点、やや満足している（やや重要である）＋ 1点、どちら
ともいえない 0点、やや不満である（あまり重要でない）－ 1点、不満である（重要ではない）－ 2点と
して、項目ごとのそれぞれの点数に回答数を掛け、その合計を項目ごとの全回答数で割って求めています。

平成22年12月 5日号５



609

523

501

494

445

430

425

410

400

293

29・雇用の促進

14・子育て支援の充実

13・高齢者福祉の充実

36・行財政改革の推進

2・廃棄物対策の充実

15・保健・医療サービスの充実

23・下水道の整備

16・国民健康保険の充実

32・学校施設・設備の整備

27・中小企業への支援

0 100 200 300 400 500 600 700（件）

0％ 2％ 4％ 6％ 8％ 10％ 12％ 14％ 16％ 18％

Ｈ17
Ｈ22

窓口業務の集約

窓口業務の時間延長、休日受付

市役所組織の簡素化

上下水道料や証明書手数料などの見直し

公共施設の統廃合

公共工事の削減

行政運営経費の削減

市有財産の処分、有効活用

市主催行事の縮小、廃止

情報の公開

各種団体への補助金の減額、廃止

その他

無回答

3.2%

7.8%

5.7%

1.7%

1.6%

9.4%

2.2%

7.9%

14.1%

7.5%

6.1%

9.4%

16.5%

14.4%

4.1%

1.1%

6.7%

6.2%

3.8%

12.9%

6.7%

5.9%

9.3%

15.1%

15.6%

5.2%

優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
は
、
昨
今
の
経
済
情

勢
や
雇
用
情
勢
の
中
で
「
雇
用
の
促
進
」
が
最
も
上
位

で
、「
子
育
て
支
援
の
充
実
」、「
高
齢
者
福
祉
の
充
実
」「
行
財

政
改
革
の
推
進
」「
廃
棄
物
対
策
の
充
実
」
の
順
に
な
り
ま
し

た
。

行
財
政
改
革
の
重
点
施
策
は
、「
窓
口
業
務
の
時
間
延
長
、
休
日
受
付
」（
１５
・
６
％
）が

最
も
多
く
、
次
い
で「
市
役
所
組
織
の
簡
素
化
」（
１５
・
１
％
）、「
行
政
運
営
経
費
の
削
減
」

（
１２
・
９
％
）、「
市
有
財
産
の
処
分
、
有
効
活
用
」（
９
・
４
％
）、「
上
下
水
道
料
や
証
明
書

手
数
料
な
ど
の
見
直
し
」（
９
・
３
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

５
年
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
比
較
し
て
、
上
位
は
、「
市
役
所
組
織
の
簡
素
化
」
と

「
窓
口
業
務
の
時
間
延
長
、
休
日
受
付
」
が
入
れ
替
わ
っ
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

～今後、優先的に取り組んで欲しい施策について～
（問）38の基本施策項目の中で、市が今後５年間で優先的に取り組んで欲しいと思うことは何ですか。

〔複数回答形式〕

～どのような改革をすべきかについて～
（問）行財政改革でどのような改革を優先的にすべきと考えますか。

６平成22年12月 5日号



0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％ 35％ 40％ 45％

39.9%
42.8%

37.7%
31.8%

14.3%

2.7%

13.8%

5.1%

サービスを維持するためには、
市民の負担は多少増えてもやむを得ない。

サービスを充実するためには、
市民の負担が増えてもやむを得ない。

サービスは低下しても、
市民の負担は増やすべきでない。

わからない。

無回答

Ｈ17
Ｈ22

5.4%
6.5%

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

建設費等に配慮しつつ
計画を進めていくべきだ

早く新庁舎を建設するべきだ

新庁舎の建設は情勢を見極め、
慎重に進めるべきだ

新庁舎建設に関する情報が
ないため、よくわからない

その他

無回答

2.0%

7.3%

45.3%

33.4%

10.7%

1.2%

５
年
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、「
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
市
民
の
負
担
は
多
少
増
え
て
も
や
む
を
得
な
い
」
と
「
サ
ー
ビ
ス

は
低
下
し
て
も
、
市
民
の
負
担
は
増
や
す
べ
き
で
な
い
」
と
の
差
が
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
結
果
で
は
、「
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
負
担
は
多
少
増
え
て
も
や
む
を
得
な
い
」（
４２
・

８
％
）、「
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
し
て
も
、
市
民
の
負
担
は
増
や
す
べ
き
で

な
い
」（
３１
・
８
％
）
と
な
り
、
若
干
の
差
が
生
じ
ま
し
た
。

合
併
時
の
協
定
項
目
の
ひ
と
つ
で
あ
る
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い

て
は
、「
新
庁
舎
の
建
設
は
情
勢
を
見
極
め
、
慎
重
に
進
め
る
べ
き

だ
」（
４５
・
３
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
新
庁
舎
建
設
に
関
す

る
情
報
が
な
い
た
め
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
」（
３３
・
４
％
）、「
建
設
費
等

に
配
慮
し
つ
つ
計
画
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
」（
７
・
３
％
）、「
早
く
新

庁
舎
を
建
設
す
る
べ
き
だ
」（
２
・
０
％
）
の
順
に
な
り
ま
し
た
。

～行政サービスの水準と市民の負担について～
（問）少子高齢化の進展や税収の減少により、将来的には現在の行政サービスを続けることが困難になる
ことが予想されます。その場合、行政サービスの水準と市民の負担についてどのように考えますか。

～新庁舎の建設について～
（問）新庁舎の建設について、あなたの考えに一番近いものはどれですか。

問い合わせ ■本企画情報課
�0287（62）7106
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瑞
宝
小
綬
章

郵
政
行
政

た

な
か

わ
た
る

田
中

恒

氏

下
永
田

７０
歳

昭
和
４０
年
年
郵
政
省
入
省
。
以
後
、
長

野
、
新
潟
、
北
海
道
な
ど
全
国
の
幾
つ
か

の
郵
便
・
郵
政
局
に
勤
務
。
そ
の
間
、
営

業
課
が
発
足
し
た
昭
和
５７
年
に
北
海
道
郵

政
局
で
営
業
課
長
に
就
任
さ
れ
、
ご
当
地

商
品
「
ふ
る
さ
と
小
包
み
」
を
全
国
に
先

駆
け
発
足
さ
せ
る
な
ど
郵
便
事
業
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
６３
年
中
国

郵
政
局
郵
務
部
長
、
平
成
５
年
本
省
財
務

部
契
約
課
長
を
歴
任
し
、
同
７
年
関
東
郵

政
監
察
局
総
務
監
察
官
で
退
官
。

「
在
職
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ス
ト
の
郵

便
・
郵
政
業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。
今
回

の
受
章
は
、
そ
の
多
く
の
現
場
職
員
が
築

い
た
業
績
に
よ
っ
て
頂
け
た
賞
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
多
く
の
諸
先
輩
・
同
僚
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
在
職
中
に
、

度
重
な
る
転
勤
で
苦
労
を
か
け
ま
し
た
家

族
に
感
謝
し
、
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

教
育そめ

や

た
け
お
み

染
谷

武
臣

氏

新
朝
日

７６
歳

昭
和
３４
年
、
黒
田
原
小
学
校
に
新
任
教

諭
と
し
て
赴
任
、
そ
の
後
大
島
小
、
池
田

小
、
大
沢
小
、
豊
浦
小
、
黒
磯
小
に
勤
務

し
児
童
の
学
力
向
上
と
健
全
な
心
身
の
発

達
を
目
指
し
た
教
育
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

平
成
元
年
朝
日
小
学
校
長
と
な
り
、
黒

田
原
小
学
校
長
を
経
て
平
成
６
年
那
須
町

教
育
委
員
会
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
が
増
加
す
る
中
、
学

校
復
帰
を
目
的
と
し
た
那
須
町
教
育
相
談

室
の
開
設
や
、
住
民
の
年
間
を
通
し
た
体

力
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
那
須
ス
イ
ミ

ン
グ
ド
ー
ム
の
整
備
な
ど
、
学
校
教
育
や

生
涯
学
習
の
推
進
に
尽
力
し
ま
し
た
。

「
長
い
間
、
学
校
関
係
者
を
は
じ
め
、
地

域
の
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
と
ご
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
回
の
受
章
に
至
っ

た
も
の
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
微

力
な
が
ら
地
域
活
動
に
力
を
尽
く
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

教
育ひら

や
ま

い
ち
ぞ
う

平
山

一
藏

氏

新
朝
日

７５
歳

昭
和
３３
年
、
鍋
掛
中
学
校
に
新
任
教
諭

と
し
て
赴
任
、
そ
の
後
三
島
中
、
黒
磯
中
、

東
陽
中
、
厚
崎
中
に
勤
務
し
、
特
に
特
別

支
援
教
育
や
生
徒
指
導
で
は
個
に
応
じ
た

極
め
細
や
か
な
指
導
に
意
を
注
ぎ
ま
し
た
。

平
成
３
年
�
野
小
学
校
長
と
な
り
、
黒

磯
北
中
学
校
長
を
経
て
平
成
７
年
黒
磯
市

教
育
委
員
会
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

全
中
学
校
に
「
心
の
教
室
相
談
員
」
を
配

置
し
、
い
じ
め
や
校
内
暴
力
の
減
少
に
努

め
た
ほ
か
、
学
社
連
携
融
合
事
業
を
推
進

し
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
生
涯

学
習
の
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
し
ま
し
た
。

「
こ
の
た
び
の
受
章
は
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
支
え
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
人
が
住
ん
で
い
る
地
域
を
大
切
に
、
相

手
を
尊
重
し
、
互
い
を
認
め
あ
う
心
を
持

て
る
よ
う
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

永年の貢献に栄誉
秋の叙勲と褒章が発表され、本市から田中さん、染谷
さん、平山さん、針生さん、田島さん、稲見さんが叙勲
を、渡辺さんが褒章をそれぞれ受章されました。おめで
とうございます。

秋の叙勲 褒章

８平成22年12月 5日号



瑞
宝
双
光
章

更
生
保
護

た

じ
ま

ま
さ
み
ち

田
島

正
道

氏

三
区
町

７０
歳

昭
和
５７
年
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
に
よ
り

保
護
司
と
な
り
、
２８
年
間
犯
罪
を
起
こ
し

て
し
ま
っ
た
人
の
改
心
、
更
生
を
支
援
し

て
き
ま
し
た
。

「
罪
を
犯
し
た
人
に
刑
罰
を
与
え
る
だ
け

で
は
世
の
中
は
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
刑
務

所
や
少
年
院
か
ら
出
所
し
た
人
が
反
省
し
、

再
び
罪
を
犯
す
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
よ

う
な
社
会
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

毎
年
７
月
は『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

の
強
調
月
間
で
す
。
こ
の
運
動
は
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
更
生
を
支
え
る
社
会
を
つ

く
る
た
め
の
も
の
で
す
。
よ
り
多
く
の
人

が
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
に
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
叙
勲
は
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ

て
の
受
章
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
定
年
ま
で
更
生
保
護
の
た
め
に
微
力

を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

消
防はり

う

こ
う
せ
い

針
生

公
生

氏

豊
浦

７０
歳

昭
和
３６
年
、
黒
磯
町
消
防
本
部
の
消
防

士
と
な
り
、
黒
磯
那
須
消
防
組
合
な
ど
に

勤
務
。
予
防
課
長
補
佐
、
黒
田
原
分
署
長
、

通
信
指
令
課
長
を
歴
任
し
、
平
成
１２
年
に

退
職
す
る
ま
で
の
３９
年
間
、
住
民
を
火
災

や
災
害
な
ど
か
ら
守
り
続
け
ま
し
た
。

平
成
９
年
に
は
そ
れ
ま
で
の
功
績
が
認

め
ら
れ
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
通
信
指
令
課
長
在
職
中
の
平
成

１０
年
８
月
末
に
は
那
須
水
害
が
発
生
し
、

消
防
団
や
多
く
人
た
ち
の
協
力
を
得
な
が

ら
情
報
収
集
に
努
め
、
災
害
時
の
活
動
へ

の
的
確
な
指
示
に
当
た
っ
た
こ
と
が
、
忘

れ
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
長
年
に
わ
た
り
消
防
職
員
や
消
防
団
員
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
と
ご
支
援
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
叙
勲
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ

の
栄
誉
に
恥
じ
な
い
人
生
を
過
ご
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

消
防いな

み

と
う

た

稲
見

東
太

氏

関
谷

６８
歳

昭
和
３６
年
、
塩
原
町
消
防
団
に
入
団
。

そ
の
後
消
防
団
の
幹
部
と
な
り
、
平
成
６

年
か
ら
８
年
ま
で
消
防
団
長
を
歴
任
。
家

業
の
建
築
業
を
営
み
な
が
ら
、
３６
年
間
に

わ
た
り
地
域
の
住
民
を
火
災
や
災
害
な
ど

か
ら
守
り
続
け
ま
し
た
。

「
昭
和
５０
年
に
私
の
住
む
地
区
に
水
槽
付

ポ
ン
プ
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
５１

年
２
月
、
塩
原
ダ
ム
の
建
設
工
事
現
場
で

火
災
が
発
生
し
、
水
利
を
確
保
す
る
た
め
、

急
斜
面
で
作
業
を
行
っ
た
の
が
強
く
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
風
水
害
の
際

の
出
動
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
春
や
秋

に
山
で
遭
難
し
た
人
を
捜
索
す
る
た
め
に

出
動
し
た
こ
と
が
特
に
多
か
っ
た
で
す
ね
」

と
当
時
を
振
り
返
る
稲
見
さ
ん
。

「
こ
の
た
び
の
叙
勲
は
、
ひ
と
え
に
諸
先

輩
、
同
僚
、
知
人
な
ど
皆
さ
ん
の
ご
指
導
、

ご
厚
情
の
賜
物
で
す
。
深
く
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

藍
綬
褒
章

消
防わた

な
べ

た
み

お

渡
辺

民
生

氏

塩
原

６２
歳

昭
和
４４
年
、
塩
原
町
消
防
団
に
入
団
し
、

平
成
２０
年
か
ら
現
在
ま
で
那
須
塩
原
市
塩

原
消
防
団
の
団
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
そ

の
間
、
平
成
１５
年
に
消
防
庁
長
官
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

平
成
１０
年
８
月
末
の
那
須
水
害
で
は
、

３
日
間
役
場
で
分
団
長
と
し
て
陣
頭
指
揮

を
と
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
土
砂
崩
れ
で

国
道
が
分
断
さ
れ
て
物
流
が
ス
ト
ッ
プ
し

た
た
め
、
温
泉
街
の
物
資
が
激
減
。
作
業

員
の
食
糧
確
保
に
苦
労
し
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
後
、
大
規
模
災
害
時
に
は
旅
館
や
ホ

テ
ル
な
ど
か
ら
支
援
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム

作
り
に
尽
力
し
ま
し
た
。

「
幸
い
塩
原
は
災
害
の
少
な
い
地
域
で
す

が
、
万
が
一
に
備
え
て
現
在
は
家
庭
用
火

災
報
知
器
の
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
住
民
を
火
災
や
災
害
な
ど
か
ら
守

る
た
め
、
一
層
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

平成22年12月 5日号９
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渡
邉
ハ
マ
さ
ん
が
総
務
大
臣
表
彰

〜
行
政
相
談
委
員
と
し
て
尽
力
〜

行
政
相
談
委
員
と
し
て
長
年
に

わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
渡
邉
ハ
マ
さ

ん
（
弥
生
町
）
が
総
務
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

渡
邉
さ
ん
は
、
平
成
１１
年
４
月

か
ら
行
政
に
関
す
る
困
り
ご
と
な

ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
相
談
相
手

と
な
り
、
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
を

務
め
、
現
在
も
行
政
相
談
委
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
秘
書
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
０
９

Introduction of

ALT

隔月で市内のALTを紹介しています。

ブレイク・シェフィール先生

私はアメリカのニューヨークから少し離れたグレンム
ーアという小さな街から来ました。私が１５歳の時に、仕
事で日本に行ってきた父から日本の楽しい話を聞いて以
来、ぜひ日本に行きたいとずっと思っていました。現在
は高林中・高林小・東原小・大山小の４校でＡＬＴとし
て働いています。この仕事は、日本の文化を絶えず学ぶ
ことができる上に、日本の人々に英語とアメリカの文化
について教えることができる素晴らしい仕事だと感じて
います。
何より、日々の生活の中で発見する文化の違いは面白
くて仕方がありません。例えば、私が初めて高林中に赴
任した日は、靴を履いたまま職員室へ向かって歩いてし
まいました。その時はさすがに途中で気付いて、慌てて
玄関に駆け戻りました。また、学校の先生が「オツカレ
サマデシタ」と言う度に、自分は何か素晴らしいことを
したのだと思ってとても嬉しかったのですが、実は単な
るあいさつのようなものだと最近気付いてしまいました。
またアメリカではお客さん全員の前で歌わなければなら
ないカラオケが、日本では個室になっていることもとて
も気に入っています。そして、居酒屋では日本の濃いビ
ールやお酒のおいしさに感動し、日本のゴルフ場の美し
さにはとても驚かされました。
日本に来てもうすぐ２年になりますが、ここで暮らす
一瞬一瞬が愛おしくて仕方がありません。これからも、
日本語や日本文化をもっともっと吸収したいと思います。

法的トラブルで困ったときには

へ
・法テラスコールセンター � 0570－078374
（月～金曜 午前9時～午後9時、土曜は午後5時まで）

・法テラス栃木（日本司法支援センター栃木地方事務所）
住所 宇都宮市本町 4－15 宇都宮NIビル 2階
�050（3383）5395
（月～金曜 午前 9時～正午、午後 1時～ 4時）

法的な困りごとは、まず、法テラスにお電話ください。
解決に役立つ情報を提供したり、法律相談の窓口を紹介
したりします。また、資力の乏しい人に対しては、無料
で法律相談を行い、裁判、調停、交渉の代理人として弁
護士・司法書士を依頼する必要がある場合には、審査の
うえ、弁護士等を紹介し、その費用を立て替えます。

１０平成22年12月 5日号
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ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
終
了
ま
で
後

７
カ
月
余
り
、
市
民
の
多
く
の
皆

様
は
、
問
題
な
く
、
す
で
に
地
上

デ
ジ
タ
ル
（
地
デ
ジ
）
の
放
送
を

受
信
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

地
デ
ジ
化
の
現
状
、
新
た
な
難

視
地
区
（
今
ま
で
ア
ナ
ロ
グ
放
送

を
受
信
し
て
い
た
が
、
地
デ
ジ
化

に
よ
り
受
信
出
来
な
く
な
る
地
域
）

の
対
策
、
対
応
な
ど
が
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
、
市
企

画
情
報
課
に
伺
い
ま
し
た
。

本
市
の
状
況
は

現
在
地
デ
ジ
化
を
管
轄
し
て
い

る
総
務
省
は
、
本
市
で
は
現
在
特

定
さ
れ
て
い
る
新
た
な
難
視
地
区

が
、
市
内
全
世
帯
数
の
約
５
％（
約

２
０
０
０
世
帯
）
あ
る
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
発
表
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
そ
れ
ら
の
地
域
の
多
く
は
、

２
０
１
２
年
に
新
た
な
中
継
局
が

で
き
、
解
決
す
る
見
通
し
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

共
聴
ア
ン
テ
ナ
の
受
信
区
域
で
は

市
内
に
は
、
も
と
も
と
共
聴
ア

ン
テ
ナ
で
ア
ナ
ロ
グ
受
信
し
て
い

た
地
域
が
数
十
カ
所
あ
り
ま
す
。

私
の
住
む
関
谷
地
区
で
は
今
年

の
夏
、
共
聴
ア
ン
テ
ナ
改
修
で
地

デ
ジ
が
受
信
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
で
は
、「
テ
レ
ビ
は
購
入
し
て

い
た
が
地
デ
ジ
専
用
の
た
め
、
１

年
以
上
使
え
な
か
っ
た
」
や
「
最

近
に
な
っ
て
、
購
入
す
る
時
は
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
パ
ス
ツ
ル
ー
対
応
の
物
を

購
入
す
る
よ
う
に
と
言
う
注
意
を

聞
か
さ
れ
、
す
で
に
購
入
し
た
テ

レ
ビ
が
使
用
可
能
か
不
安
を
感
じ

た
」
と
言
う
人
が
い
ま
し
た
。

対
応
は
お
早
め
に

そ
ん
な
中
で
、
地
デ
ジ
化
事
業

は
着
々
と
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す

が
、
工
事
は
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了

が
近
づ
く
ほ
ど
混
み
合
う
で
し
ょ

う
。
ま
だ
対
応
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
そ
の
地
域
の
受
信
状
態
が
ど

う
な
の
か
確
か
め
、
テ
レ
ビ
や
チ

ュ
ー
ナ
ー
な
ど
準
備
が
必
要
で
し

ょ
う
。

居
住
し
て
い
る
地
区
で
、
受
信

の
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
地
域

の
電
気
屋
さ
ん
に
確
か
め
て
み
る

の
が
一
番
の
よ
う
で
す
。

共
聴
ア
ン
テ
ナ
で
未
対
応
の
と

こ
ろ
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ

ら
に
つ
い
て
の
、
対
策
も
順
次
講

じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
皆
様

が
家
で
ま
っ
た
く
テ
レ
ビ
が
見
ら

れ
な
い
テ
レ
ビ
難
民
と
な
ら
ぬ
よ

う
、
早
め
に
受
信
方
法
の
確
認
、

準
備
を
し
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
す
。

そ
し
て
市
民
の
皆
様
が
今
後
、

ど
の
地
域
に
住
ん
で
い
て
も
、
情

報
が
見
聞
き
で
き
る
よ
う
で
あ
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
広
報
モ
ニ
タ
ー

大
久
保
邦
枝

齋
藤

和
子
】

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
と
は
、
パ

ソ
コ
ン
の
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
で「
無

料
」
と
書
か
れ
て
い
る
動
画
デ
ー

タ
を
見
る
た
め
に
、
ク
リ
ッ
ク
し

な
が
ら
進
ん
で
い
く
と
、
意
思
に

反
し
て
会
員
登
録
さ
せ
ら
れ
て
料

金
を
請
求
さ
れ
る
手
口
で
す
。

ま
た
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
を
訪

問
し
た
利
用
者
の
パ
ソ
コ
ン
に
ウ

ィ
ル
ス
を
感
染
さ
せ
る
こ
と
で
、

数
分
間
隔
、
ま
た
は
、
ま
っ
た
く

消
す
こ
と
の
出
来
な
い
料
金
請
求

画
面
を
表
示
さ
せ
た
り
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
請
求
画
面
が
消
え

な
い
か
ら
と
い
っ
て
慌
て
な
い
で

く
だ
さ
い
。

予
防
策
１

利
用
者
は
無
料
と
思
い
込
ん
で

簡
単
に
「
は
い
」
を
ク
リ
ッ
ク
し

が
ち
で
す
が
、
確
認
画
面
を
注
意

深
く
見
る
と
、
有
料
で
あ
る
こ
と

が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
限
ら

ず
「
は
い
」「
い
い
え
」
な
ど
の
ボ

タ
ン
が
表
示
さ
れ
る
確
認
画
面
に

は
、
そ
の
サ
イ
ト
の
規
約
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
よ
く
理
解
し
て
か

ら
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
策
２

未
成
年
者
に
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

を
見
せ
な
い
た
め
�
�
�
�
�
�
�
�
�

フ
ィ
ル
タ
リ
ン

�
�グ
を
お
勧
め
し
ま
す
。
利
用
し
て

い
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
そ
う
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

請
求
を
受
け
た
ら
…

あ
わ
て
て
退
会
メ
ー
ル
を
送
信

し
た
り
、
支
払
っ
た
り
せ
ず
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

ウ
ィ
ル
ス
感
染
し
た
場
合
の
対

処
法
や
予
防
策
に
つ
い
て
は
、

�独
情
報
処
理
推
進
機
構
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
注
意
喚
起
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で

後
わ
ず
か
！

問
い
合
わ
せ

■本
秘
書
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
０
９

「
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
」
に

ご
用
心
！

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
〜
バ
ス
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
前
下
車
）

�
０
２
８
７（
６３
）７
９
０
０

開
設
時
間

平
日
の
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

黒塗りは新たな難視地区

総務省テレビ受信者支援センタ
ー（デジサポ栃木）
�028（333）3331が、支援してい
ます。
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民生（児童）委員を紹介します

12月 1日付で208人の民生（児童）委員が委嘱され
ました。民生（児童）委員はそれぞれの担当地域に
おいて、高齢者や児童、また生活に困っている人な
どの相談に応じるとともに、地域福祉の推進を担っ
ています。
お気軽に相談ください。
問い合わせ ■本社会福祉課 �0287（62）7135

■西市民福祉課 �0287（37）6231
■塩総務福祉課 �0287（32）2912

【稲 村 地 区】
担 当 区 域

阿波町 豊住町
新町
並木町 若松団地
若草町（北）
若草町（南）
北栄町
松原町 鳥野目
小結 小結開拓 藤田1区 藤田２区
東原1区 東原4区
四方寺
美原町
豊浦北町 緑が丘団地
稲村1区
稲村2区
稲村西町
西新町
東原中央 東原3区
東原2区
稲村地区全域（主任児童委員）
稲村地区全域（主任児童委員）

【厚 崎 地 区】
担 当 区 域

共墾社1区
共墾社2区
新上厚崎
下厚崎（西） 渡辺
下厚崎（東）
上豊浦3区の1 豊浦中町
豊浦町
豊浦南町（南）
豊浦南町（北）
松浦町
新緑町
春日町 下埼玉
上埼玉1区 上埼玉2区
南埼玉1区 南埼玉2区
南埼玉3区
上厚崎1丁目（西）
上厚崎1丁目（東）
上厚崎2丁目 馬蹄形
上厚崎3丁目・4丁目1～ 6班
上厚崎5丁目・4丁目7～11班
清住町
厚崎地区全域（主任児童委員）
厚崎地区全域（主任児童委員）

�（０２８７）
63‐2905
63‐0835
64‐3014
63‐0527
64‐0154
63‐0202
63‐5200
62‐3709
64‐0938
63‐0026
63‐8783
63‐0506
63‐1887
62‐2651
63‐0021
64‐0211
64‐0153
62‐1229
64‐0041
63‐8142

�（０２８７）
63‐0719
62‐8887
63‐2981
63‐2142
63‐7907
63‐2904
63‐1052
63‐2669
62‐3595
63‐6533
63‐1891
63‐1226
63‐0083
63‐6926
63‐2124
63‐3925
60‐0708
64‐0897
64‐0807
63‐5938
62‐3017
63‐9814
63‐2126

氏 名
大藪 健三
相馬 宏夫
本棒 久子
松本 久
松木 �雄
永野千惠子
秋元 君子
渡邉 直一
米村千代江
佐久間志郎
浦越 幸代
久保田笑子
相馬 雪子
印南 ハマ
松本 敏子
�橋 和子
佐々木啓子
熊坂 靖男
眞船 宣子
菅野 美子

氏 名
阿久津キヌ
秋元 忠
�橋 明
磯 勝子
鈴木美佐子
渡邉シヅイ
酒井ユリ子
松本 登吾
石� 良子
佐藤由紀子
坂田 �子
室井 房江
中山 功子
加藤 勝利
吉成 久幸
後藤 春導
鈴木 政一
菊地 信子
室井 淺吉
品川久仁枝
鈴木 陽子
手塚美佐子
�嶋 誠一

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

【黒 磯 地 区】

担 当 区 域
中央町
宮町 新朝日
本町 黒磯幸町
錦町
住吉町
材木町
豊町
高砂町
弥生町
東大和町 若葉町
末広町 大黒町
上黒磯 桜町
橋本町
本郷町
黒磯地区全域（主任児童委員）
黒磯地区全域（主任児童委員）

【日 新 地 区】
担 当 区 域

東栄2丁目
東栄1丁目 青葉台
東豊浦
安藤町
鍋掛豊浦（東）
鍋掛豊浦（西）
下黒磯
原町
黒磯七区（下）
黒磯七区（上）
下豊浦（上） 雇用促進住宅
下豊浦（下）
日新
鍋掛東町 長久保
鍋掛 樋沢
鍋掛原 新堀 野間
越堀西 越堀
豊岡 望田 石田坂 赤沼
寺子 熊久保
日新地区全域（主任児童委員）
日新地区全域（主任児童委員）

【東 那 須 野 地 区】
担 当 区 域

上中野 下中野
島方 島方団地
北和田 笹沼 唐杉 中島 波立
中内 鹿野崎 無栗屋 塩野崎
塩野崎新田 百目木 上郷屋
沓掛 沓掛新田 沓掛1・2丁目
前弥六 北弥六 前弥六南町
方京（上）
方京（下） 方京1・2・3丁目
沼野田和 木曽畑中
東那須野区
大原間（下）
大原間（上） 大原間西1・2丁目
東小屋
三本木 山中大塚
佐野
東那須野地区全域（主任児童委員）
東那須野地区全域（主任児童委員）

�（０２８７）
63‐0844
62‐1060
62‐0457
62‐3586
62‐2413
62‐2147
63‐6596
62‐2603
62‐0679
63‐5072
62‐3365
63‐1524
63‐4690
63‐7617
62‐2059
62‐0067

�（０２８７）
63‐0971
64‐1163
62‐3297
63‐1564
63‐6363
64‐3511
62‐1596
63‐3729
64‐1877
63‐6894
63‐5155
63‐7543
63‐5331
63‐7390
63‐0442
63‐3929
62‐3622

63‐4654

63‐2629
62‐1014

�（０２８７）
65‐0566
65‐0959
65‐1052

65‐1541

65‐1904
65‐1429
65‐2744
65‐0159
65‐1259
65‐1289
65‐1522
65‐2443
65‐0783
65‐0981
63‐5286
65‐0886
65‐1487

氏 名
沼田 とよ
大島 郁子
澤栗 健
鈴木 光子
枝 陽子
金子影美子
加藤 政雄
三本木鉄男
大森 堅一
篠�ツネ子
伊藤てる子
熊田仁四郎
相馬 明美
平山 絹江
大森 利男
印南 雄彦

氏 名
澁井 和典
平野ます子
坂田 弘毅
室井 清
益子 晴美
澤田セイ子
加藤 誠
津久井奈美
郡司 文子
瀬尾 泰三
岡本 フミ
秋元 洋子
平山不二彦
三森 由夫
伊藤ナオヱ
大野百合子
永井 澄子

角田 安正

松本 啓子
藤田 一雄

氏 名
石原 政二
吉成 慶子
磯 久米信

相馬 貞子

相馬 亘政
佐藤シヅエ
荒井 冏子
大武 好子
薄井 勝一
松本 武
相馬 廣資
室井 階子
本多シツカ
印南 博
池田 一郎
相馬 孝子
栗原みどり

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

18

19
20

No.
1
2
3

4

5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
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【高 林 地 区】
担 当 区 域

洞島 箕輪 下の内
高林 木綿畑本田 川原向 柏林
鴫内 湯宮 木綿畑新田 箭坪
戸田（南）
戸田（北） 西岩崎
板室 塩沢 油井
青木2・4区 東昭自治区
青木1・3区
百村本田 百村新田 穴沢
笹野曽里 木の俣
高林地区全域（主任児童委員）
高林地区全域（主任児童委員）

【西 那 須 野 南 部 地 区】
担 当 区 域

永田町 あたご町
扇町
西幸町
西大和
西原町
五軒町
西栄町
東町
西朝日町（西部）
西朝日町（北部）
南町
北二つ室
太夫塚1丁目
太夫塚2丁目
太夫塚3・4丁目
太夫塚5・6丁目
下永田1・2丁目
下永田3丁目
下永田5丁目
下永田4・6丁目
下永田7丁目
下永田8丁目 緑2丁目
二つ室
緑1丁目
新南（西部）
新南（東部）
石林（南部）
石林（北東部）
石林（北西部）
二つ室
一区町（北部）
一区町（西部）
一区町（南部）
一区町（東部）
二区町（南部）
二区町（中部）
二区町（西部）
二区町（北部）
東小・南小学校地区（主任児童委員）
大山小・南小学校地区（主任児童委員）

�（０２８７）
68‐0221
68‐0104
68‐0858
68‐0450
69‐0438
69‐0177
63‐3472
63‐5864

69‐0839

68‐0855
69‐0416

�（０２８７）
36‐0033
36‐0301
36‐0513
37‐4065
36‐0311
36‐5910
36‐6170
36‐1595
37‐5916
38‐0607
37‐3055
36‐1803
36‐2955
36‐2435
36‐2540
36‐3596
36‐3076
36‐1989
37‐1812
36‐2381
36‐2820
37‐3601
36‐2064
36‐0789
36‐2643
36‐2604
36‐6061
36‐4337
38‐0261
36‐3917
36‐2745
36‐6233
36‐5610
36‐2738
36‐1871
37‐5883
36‐1814
36‐3294
37‐8895
36‐1952

氏 名
室井 京子
君島 春光
田代 道男
人見 幸雄
人見 政博
室井 啓吉
眞嶋 芳子
松本 幸一

渡辺 民子

君島 幸江
相馬 政子

氏 名
菊地あけみ
川上 淳子
山�美三代
森田野百合
片倉 慶子
�瀬千惠子
平野真理子
青木美代子
深谷美代子
寺戸 博道
本田 和子
榎本 道子
磯 末子
臼井 静枝
鈴木 政美
黒崎 和子
幾田 親志
橋本 洋子
菅俣ヒロ子
田口三知子
川島 勝子
伊藤 市男
宇佐美勝子
藤田はるみ
佐藤 利雄
内田三重子
安齋冨美子
池沢 光子
青木 敏子
室井 久美
宮坂喜佐夫
磯飛 節子
城田 幸子
内野 利雄
小原 禮子
辻野 秀敏
佐藤 栄子
豊住 昌隆
藤原磨衣子
水戸 滋子

No.
1
2
3
4
5
6
7
8

9

10
11

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

【西 那 須 野 北 部 地 区】
担 当 区 域

東赤田
三島3・4・5丁目
三島1・2丁目
東三島2丁目
東三島4丁目
東三島3丁目
東三島5丁目
東三島6丁目
東三島1丁目 睦
西三島1丁目
西三島2丁目
西三島3丁目
西三島4・5丁目
西三島6・7丁目 三島5丁目の一部
南郷屋1丁目
南郷屋2丁目
南郷屋3・4丁目
南郷屋5丁目
三区町（東部）
三区町（南部）
三区町（西部）
三区町（北部）
四区町（中部）
四区町（北部） 千本松
四区町（南部）
上赤田
北赤田
西赤田
南赤田
高柳
西富山
井口（南部）
井口（東部）
井口（北部）
井口（西部）
関根 東遅沢 西遅沢 井口の一部
東関根 槻沢
西小・三島小学校地区（主任児童委員）
槻沢小・三島小学校地区（主任児童委員）

【塩 原 地 区】
担 当 区 域

福渡
塩釜 塩の湯
畑下
門前
古町1・2・3丁目
古町4・5丁目
中塩原
上塩原
新湯 元湯 上の原 柏木平 笹の平
旭町
元町
上町 京町
上の内 日の出
金沢
宇都野
下大貫 上大貫下
上大貫中 上大貫上 高阿津
下田野
遅野沢 蟇沼 折戸
上横林 横林 接骨木
塩原地区（主任児童委員）
箒根地区（主任児童委員）

�（０２８７）
38‐0106
36‐2091
36‐0235
37‐3277
36‐1153
36‐7467
37‐2519
36‐3626
37‐3762
38‐1285
37‐0535
37‐2280
37‐1053
36‐0282
36‐5243
37‐0311
37‐3673
37‐0945
39‐1696
37‐2611
37‐1497
37‐3289
36‐4606
37‐1771
37‐4895
36‐4736
36‐2018
37‐1696
36‐0405
37‐0516
37‐1542
37‐2659
36‐6257
37‐0822
36‐5336
36‐3431
37‐1563
47‐7022
37‐3529

�（０２８７）
32‐2460
32‐3979
32‐2208
32‐2370
32‐2067
32‐2882
32‐2679
32‐2859
32‐2361
35‐2019
35‐2219
35‐2103
35‐2649
35‐2605
35‐2888
37‐0609
35‐2252
35‐2073
35‐3565
36‐4125
32‐4659
35‐2461

氏 名
木村 好子
齋藤 和子
小河原優子
波多腰拓子
木下きく枝
橋本 洋子
入江志津子
江連 昌子
武藤 健一
山木 淳子
守矢 進
福田 幸子
岡部 隆一
林部よし江
鈴木 順子
洞田 幸造
佐藤 忠正
井戸田美智子
瀬川 早苗
鈴木由美子
山口 良史
渡邊 恭子
金田 �一
阿部美智子
安西 恭子
佐藤 幸子
�塩 道子
後藤 良雄
千葉 政揮
大久保春枝
塩谷 信雄
相馬 典子
五江渕 斌
斉藤 一清
大金 三郎
田代 克雄
菊地 庄三
�田 博美
沢登 順子

氏 名
礒 知子
武藤三枝子
根本 栄一
鈴木 汎
福田美佐子
星 恒英
渡邉千惠子
鈴木さゆみ
君島 則夫
磯 晃一
室井 光江
君島 淳子
君島 良子
深堀 好
江連 光芳
和氣喜美子
⺽井 峻
室井チカ子
櫻岡 節子
森 �
櫻井可能子
小林 葉子

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

平成22年12月 5日号１３



みんな
でなくそう年

末
年
始
は
、
職
場
や
学
校
で

は
冬
休
み
と
な
り
、
ま
た
、
こ
の

時
期
特
有
の
行
事
も
あ
る
た
め
、

交
通
事
故
や
各
種
犯
罪
が
多
く
発

生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
年
末
年
始
を
過

ご
せ
る
よ
う
１２
月
１１
日
�
か
ら
３１

日
�
ま
で
の
期
間
「
年
末
の
交
通

安
全
・
地
域
安
全
市
民
総
ぐ
る
み

運
動
」
を
市
、
警
察
を
は
じ
め
関

係
機
関
な
ど
が
連
携
し
て
行
い
ま

す
。交

通
事
故
防
止（
重
点
）

◆
年
末
年
始
は
飲
酒
の
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。「
飲
ん
だ
ら
乗

る
な
」「
乗
る
な
ら
飲
む
な
」

を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
夕
方
か
ら
夜
間
の
外
出
は
、
明

る
い
服
装
、
反
射
材
の
使
用
を

心
掛
け
、
自
転
車
は
必
ず
ラ
イ

ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

犯
罪
防
止（
重
点
）

◆
玄
関
や
窓
に
は
補
助
錠
を
つ
け
、

「
ワ
ン
ド
ア
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
」

を
心
掛
け
、
短
時
間
で
も
家
を

留
守
に
す
る
と
き
に
は
、
必
ず

鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

◆
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、

短
時
間
で
も
必
ず
ド
ア
ロ
ッ
ク

を
し
て
、
車
内
に
は
貴
重
品
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
オ
ー
ト
バ
イ
や
自
転
車
は
、
複

数
の
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

◆
子
ど
も
た
ち
に
は
「
一
人
で
遊

ば
な
い
、
知
ら
な
い
人
に
は
つ

い
て
行
か
な
い
、
大
声
で
助
け

を
呼
ぶ
、
誰
と
ど
こ
で
遊
ぶ
か

話
す
」
の
４
つ
の
約
束
を
繰
り

返
し
教
え
ま
し
ょ
う
。

■水道の凍結を防ぐには

○水道管がむき出しのところや家の外にある立ち上
がり蛇口には、市販の保温材や凍結防止帯を巻く
と効果的です。
※発泡スチロール製の保温材や
凍結防止帯は、ホームセンタ
ーなどで取り扱っています。

○メーター器の凍結防止は、メー
ターボックス内に発泡スチロールや梱包用の緩衝
材などを入れて保温しましょう。

○旅行で家を留守にするなど、長期間水道を使用し
ないときには、水抜き不凍バルブを使って水道管
の水を抜いておきましょう。
※水抜き不凍バルブの場所や操作方法は、各家庭
により異なります。事前に場所や操作方法の確
認をしておいてください。

■水道が凍結してしまったら

○凍った部分にタオルや布をかぶ
せて、ぬるま湯をゆっくりかけ
て溶かしてください。
※凍った状態で無理に栓をひね
ると、パッキンや蛇口などを
破損することもあるので注意
してください。

■水道管が破裂してしまったら

○メーターボックス内のバルブ
を閉めて水を止めましょう。
もしバルブが無い場合には、
破裂した部分にタオルや布を巻きつけ、水の飛び
散りを防ぎ、市指定の給水装置工事業者に連絡し
てください。
※市指定の給水装置工事業者は、市のホームペー
ジに記載があります。

問い合わせ
■本生活課 �0287（62）7127

１２
月
１３
日
�
午
後
６
時
３０
分

か
ら
、
年
末
警
戒
の
一
環
と
し

て
、
市
内
全
域
で
市
、
警
察
、

消
防
が
戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り

犯
罪
や
火
災
防
止
の
呼
び
か
け

を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

冬季の水道の凍結を防ぐには！
～寒さから水道管を守りましょう～

問い合わせ ■西水道施設課 �0287（37）5109
夜間および土・日曜、祝日の場合
鳥野目浄水場 �0287（62）0229 千本松浄水場 �0287（36）3145

年末年始の事故
・事件

防犯・防火診断を
行います

１４平成22年12月 5日号



お
知
ら
せ

子
ど
も
を
事
故
か
ら
守
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
子
ど
も
の
事
故
は
思
わ
ぬ
こ

と
」
と
、
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

で
も
、
周
囲
の
大
人
の
注
意
で

防
げ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

◆
子
ど
も
安
全
メ
ー
ルF

ro
m

消

費
者
庁

子
ど
も
の
事
故
に
関
す
る
豆
知

識
を
メ
ー
ル
で
配
信

◆
子
ど
も
の
事
故
予
防
サ
イ
ト

子
ど
も
の
年
齢
ご
と
の
注
意
点

が
わ
か
り
ま
す

登
録
先
（
消
費
者
庁
）

・
携
帯
電
話
用

■HPhttp
://w
w
w
.caa.g

o
.jp
/m
/

・
パ
ソ
コ
ン
用

■HPhttp://w
w
w
.caa.go.jp/kodom

o/

年
金
の
請
求

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
お
早
め
に

◆
年
金
の
加
入
期
間
が
２５
年
未
満

の
人

年
金
の
加
入
期
間
が
２５
年
未
満

で
も
カ
ラ
期
間（
※
１
）と
合
わ
せ

て
２５
年
以
上
あ
れ
ば
年
金
が
受
け

取
れ
ま
す
。

ま
た
、
生
ま
れ
た
年
な
ど
に
よ

り
、
２５
年
未
満
で
も
年
金
を
受
け

取
れ
る
場
合（
※
２
）が
あ
り
ま
す
。

※
１

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
配
偶
者

で
あ
っ
た
期
間
の
う
ち
、

昭
和
６１
年
３
月
ま
で
の
間

で
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
い
な
か
っ
た
期
間
な

ど

※
２

誕
生
日
が
昭
和
２７
年
４
月

１
日
以
前
で
、
厚
生
年
金

の
加
入
月
数
が
２０
年
以
上

あ
る
場
合
な
ど

◆
年
金
の
受
け
取
り
開
始
を
６６
歳

以
降
に
繰
り
下
げ
て
い
る
人

７０
歳
に
な
っ
て
も
、
年
金
は
自

動
的
に
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。
請

求
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
の
あ
る

６５
歳
以
上
の
人

「
老
齢
厚
生
年
金
」
と
「
老
齢

基
礎
年
金
」
の
２
種
類
の
年
金
が

受
け
取
れ
ま
す
。
片
方
の
年
金
だ

け
を
受
け
取
っ
て
い
る
人
は
、
受

け
取
っ
て
い
な
い
年
金
に
つ
い
て

も
、
あ
ら
た
め
て
請
求
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

片
方
の
年
金
の
受
け
取
り
期
間

開
始
を
繰
り
下
げ
て
い
る
人
は
、

７０
歳
に
な
る
ま
で
に
年
金
の
請
求

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
あ
る

人
で
「
６５
歳
に
な
っ
て
か
ら
年

金
を
受
け
取
ろ
う
」
と
思
っ
て

い
る
人

厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
１
年

以
上
あ
る
な
ど
の
要
件
を
満
た
す

人
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
「
特
別

支
給
の
老
齢
厚
生
年
金（
※
）」
に

つ
い
て
は
、
６５
歳
に
な
る
前
に
請

求
し
て
も
、
年
金
額
が
減
ら
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
６５
歳
前
に
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
老
齢
厚
生
年
金
。

◆
６０
歳
以
上
で
会
社
に
勤
め
て
い

る
人

現
在
、
会
社
に
勤
め
て
い
る
人

も
、
年
金
を
受
け
取
る
資
格
を
満

た
し
て
い
る
場
合
は
、
請
求
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

給
与
の
額
な
ど
に
応
じ
て
年
金

の
支
払
額
の
調
整
が
行
わ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
全
額
停
止
の

場
合
を
除
き
、
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

大
田
原
年
金
事
務
所

�
０
２
８
７（
２２
）６
３
１
４

保
険
税
・
保
険
料
の

納
付
額
確
認
書
を

発
行
し
て
い
ま
す

年
末
調
整
や
確
定
申
告
な
ど
の

た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
納
付
し
た
証
明
書
が
必
要
な

人
は
、
納
付
額
確
認
書
を
税
務
担

当
課
窓
口
に
て
無
料
で
発
行
し
て

い
ま
す
。

本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
以
外
の

人
か
ら
の
申
請
は
、
委
任
状
が
必

要
で
す
。

な
お
、
証
明
す
る
金
額
は
次
の

方
法
で
納
め
た
保
険
税
（
料
）
の

金
額
の
み
に
な
り
ま
す
。

①
納
付
書

②
口
座
振
替

③
遺
族
年
金
な
ど
の
非
課
税
年

金
か
ら
の
天
引
き

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
課
税
の

対
象
と
な
る
年
金
か
ら
天
引
き
で

保
険
税
（
料
）
を
納
め
て
い
る
人

は
、
日
本
年
金
機
構
な
ど
の
年
金

保
険
者
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
で
納
付

額
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■本
課
税
課

�（
６２
）７
１
２
０

■西
総
務
税
務
課�（

３７
）５
１
０
１

■塩
総
務
福
祉
課�（

３２
）２
９
１
０

さらに要件を充たした方には、訓練・生活支援給付金が
月額10～12万円支給される場合があります。

●訓練教室

那須塩原ICTスクール（0287）67-3020
厚生労働省・緊急人材育成事業認定 認22-09-02-00-0477

那須塩原市東小屋462-6（那須塩原駅東口徒歩５分・国道四号線近く）

お申込み・お問い合わせは

最寄りの ハローワーク まで

申込期限 12／15（水）

受講料無料【基金訓練】

パソコン教室 受講生募集
パソコン検定３級受検レベル、

秘書検定２級受検レベル習得可能

●訓練内容：パソコン入門・ワード・エクセル・パワーポイント・ビジネスマナー…
●訓練期間：H23.1.12（水）～６ヶ月間（土・日・祝日は休講）
●訓練時間：毎月曜日～金曜日 午前8：00～12：30（休憩時間あり）
●受 講 料：無料（テキスト代 8,650円）
●定 員：２０名 ●選 考 日：H22.12.16（木） ●無料駐車場あり
●応募条件：ハローワークに求職登録を行っている方
※就職支援として、ジョブカード交付・個別キャリア・コンサルティング

広 告

基礎から
先生が優しく

■本市役所本庁舎
〒325‐8501 共墾社１０８番地２

■西西那須野庁舎
〒329‐2792 あたご町２番３号

■塩塩原庁舎
〒329‐2993 中塩原１番地２

箒根出張所
〒329‐2801 関谷１２６６番地４

平成22年12月 5日号１５

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



こ
ど
も
医
療
費
の

受
給
資
格
の
申
請
は

済
ん
で
い
ま
す
か

小
学
校
５
・
６
年
生
の
こ
ど
も

医
療
費
受
給
資
格
者
証
の
交
付
申

請
は
済
ん
で
い
ま
す
か
。

４
月
１
日
か
ら
、
こ
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
の
対
象
年
齢
が
拡
大

さ
れ
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
子

ど
も
が
医
療
費
の
助
成
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
改
正
に
伴
い
、
平
成

２２
年
４
月
１
日
に
小
学
校
５
・
６

年
生
に
な
っ
た
子
ど
も
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
助
成
の
対
象
と
な
っ

た
の
で
受
給
資
格
者
証
の
交
付
申

請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
を
し
な
い
と
医
療
費
の

助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
だ

交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
早

め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

・
印
か
ん

・
振
込
口
座
の
口
座
番
号
（
預
金

通
帳
）

手
続
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

■本
保
健
課

�（
６２
）７
１
４
３

■西
市
民
福
祉
課�（

３７
）５
１
０
３

■塩
総
務
福
祉
課�（

３２
）２
９
８
８

農
耕
車
の
登
録
手
続
き

を
忘
れ
ず
に

ト
ラ
ク
タ
ー

や
コ
ン
バ
イ
ン

な
ど
の
農
耕
用

車
両
の
う
ち
、

乗
用
装
置
が
あ

る
車
両
は
、
軽

自
動
車
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。
公
道
を
走
る
か
ど

う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
登
録
手
続

き
が
必
要
で
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

現
在
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が

付
い
て
い
な
い
車
両
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
早
め
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

登
録
に
必
要
な
も
の

印
か
ん
、
販
売
証
明
書
ま
た
は

譲
渡
証
明
書

届
け
出
内
容

・
所
有
者
（
使
用
者
）
と
届
出
人

の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

・
車
名
（
メ
ー
カ
ー
名
）

・
車
台
番
号

・
型
式
お
よ
び
型
式
認
定
番
号

・
排
気
量

届
出
先
・
問
い
合
わ
せ

■本
課
税
課

�（
６２
）７
１
７
９

■西
総
務
税
務
課�（

３７
）５
１
０
１

■塩
総
務
福
祉
課�（

３２
）２
９
１
１

木
造
住
宅
耐
震
診
断
の

補
助
制
度
が
利
用
し
や

す
く
な
り
ま
し
た

民
間
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
一

層
推
進
す
る
た
め
、
１０
月
１
日
か

ら
こ
れ
ま
で
の
耐
震
診
断
を
「
簡

易
な
耐
震
診
断
」
と
「
補
強
計
画

策
定
」
に
分
け
て
利
用
で
き
る
制

度
に
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
申
請
の
際
の
添
付
書
類

を
簡
素
化
し
ま
し
た
。

対

象

①
補
助
対
象
と
な
る
住
宅

・
２
階
建
て
以
下
の
一
戸
建
て
木

造
住
宅
（
併
用
住
宅
の
場
合
は

住
宅
部
分
の
床
面
積
が
２
分
の

１
以
上
で
あ
る
こ
と
）

・
貸
家
で
な
い
こ
と

・
着
工
が
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以

前
で
あ
る
こ
と

②
補
助
対
象
者

・
対
象
住
宅
を
所
有
し
（
法
人
を

除
く
）、
住
ん
で
い
る
こ
と

・
国
、
県
お
よ
び
市
税
の
滞
納
が

な
い
人

◆
耐
震
診
断
（
耐
震
性
を
確
認
す

る
簡
易
な
診
断
）

補
助
金
の
額

耐
震
診
断
士
が
行
う
耐
震
診
断

費
に
か
か
る
費
用
の
３
分
の
２

の
額
（
限
度
額
２
万
円
）

※
自
己
負
担
１
万
円
。
た
だ
し
、

図
面
が
な
い
場
合
は
別
途
費
用

が
か
か
り
ま
す
。

◆
補
強
計
画
策
定
（
耐
震
診
断
の

結
果
に
基
づ
き
策
定
す
る
補
強

提
案
）

補
助
金
の
額

補
強
計
画
策
定
に
要
す
る
費
用

の
３
分
の
２
の
額

（
限
度
額
８
万
円
）

◆
耐
震
改
修
費
補
助

耐
震
診
断
の
結
果
、
改
修
工
事

が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
に
対

し
、
耐
震
改
修
工
事
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
の
額

耐
震
改
修
費
に
か
か
る
費
用
の

２
分
１
の
額

（
限
度
額
６０
万
円
）

◆
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
請
に

応
じ
て
、
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
耐
震
の
専
門
家
）
が
自
宅
に
出

向
き
、
耐
震
化
に
関
す
る
相
談
を

受
け
ま
す
。
個
人
の
費
用
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
建
築
指
導
課�（

６２
）７
１
６
９

BEAM’S ベースボールクラブスポーツ少年団
スクール生（小・中学生）・クラブ生（小学生）募集
活動場所：稲村小、黒磯中、BS体育館
活動日時：火・金曜日 19：00～21：00

（クラブ生は、土・日曜の日中、練習・試合あり）
コ ー ス：週 1回（月 4回）または週 2回（月 8回）
入 会 金：5,000円
月 料 金：週 1回コース 2,000円、週 2回コース 4,000円
連 絡 先：BEAM’S 代表 片山博実 TEL 090‐9675‐8235

財）日本体育協会 軟式野球公認コーチ

広 告
戸籍や住民票の請求などには、
窓口で本人確認を行います
官公署発行の写真付身分証明書
または、それらがない場合は保険
証など 2点を提示してください。
問い合わせ
■本市民課 �（62）7132
■西市民福祉課 �（37）5102
■塩総務福祉課 �（32）2988

耐震改修工事の様子

本人確認は、なり
すまし、不正取得
および虚偽の届出
防止のためです。

１６平成22年12月 5日号



市
道
の
冬
期
間
全
面

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

積
雪
・
凍
結
の
た
め
、
次
の
道

路
が
冬
期
間
全
面
通
行
止
め
に
な

り
ま
す
。

①
市
道

板
室
沼
原
線

沼
原
橋
〜
沼
原
園
地
駐
車
場

期

間
１２
月
２４
日
�
〜
４
月
２２
日
�

②
市
道

旧
新
湯
線

期

間
１２
月
１５
日
�
〜
４
月
１５
日
�

問
い
合
わ
せ

■本
道
路
課

�（
６２
）７
１
６
４

通
学
路
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す

市
で
は
少
な
い
費
用
で
歩
行
空

間
を
整
備
し
、
児
童
等
の
安
全
・

安
心
な
通
学
路
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

対
象
と
な
る
場
合
は
要
望
を
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
地
域

各
小
中
学
校
を
中
心
と
す
る
お

お
む
ね
半
径
１
㎞
以
内
の
地
域

対
象
路
線

・
学
校
長
が
指
定
し
た
通
学
路

・
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
学
校
長

の
指
定
が
見
込
め
る
も
の

整
備
内
容

・
歩
道
の
設
置
、
路
面
舗
装
、
砂

利
敷
き
な
ど
で
整
備
幅
員
が
１

�
以
上

・
用
地
が
無
償
貸
与
ま
た
は
寄
附

が
で
き
る
こ
と

※
部
分
的
な
整
備
も
可
能
で
す
の

で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■本
道
路
課

�（
６２
）７
０
４
９

募
集

入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
受
け
付
け
開
始

平
成
２３
・
２４
年
度
に
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
等
の
請
負
な
ど
、

入
札
参
加
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
の

資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間

１
月
１７
日
�
〜
３１
日
�

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
。

提
出
先

契
約
検
査
課
（
那
須
塩
原
市
役

所
東
庁
舎
２
階
）

業

種
建
設
業
／
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
／
物
品
の
製
造
・

販
売
／
役
務
の
提
供

な
ど

そ
の
他

・
建
設
業
は
、
経
営
規
模
等
評
価

お
よ
び
総
合
評
定
審
査
（
経
営

事
項
審
査
）
を
終
了
し
て
い
る

こ
と

・
申
請
に
必
要
な
資
格
要
件
、
書

類
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
ま
た

は
次
に
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■本
契
約
検
査
課�（

６２
）７
１
１
４

那
須
郡
市
医
師
会
立

黒
磯
准
看
護
学
院

平
成
２３
年
度
学
生
募
集

試
験
日

２
月
５
日
�

対

象

中
学
校
卒
業
以
上

定

員

２８
人

修
業
期
間

２
年

申
込
期
間

１
月
１３
日
�
〜
２０
日
�

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
方
法

学
院
に
あ
る
書
類
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
直
接
持
参
か
郵
送

に
よ
り
提
出
（
詳
し
く
は
次
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

那
須
郡
市
医
師
会
立
黒
磯
准
看

護
学
院

�（
６２
）１
２
５
８

地デジの準備はお早めに！
平成23年 7 月24日までに
アナログ放送は見られなくなります

地デジに対応したテレビやチューナーを購入する
など、早めの対応をお願いします。

地デジに関する問い合わせ
デジサポ栃木 �028（333）3331
※午前9時～午後9時（土・日曜、祝日は午後6時）

●10月の火災と救急●
火災のテレフォンサービス
�0180－992009 （黒磯地区）
�（22）0119 （西那須野・塩原地区）
◎火災…建物 2件・林野 0件・その他 0件
平成22年の累計３５件
◎救急…交通 42件・急病 190件・その他 93件
平成22年の累計3,299件
問い合わせ
黒磯那須消防組合消防本部 �（62）0864
西那須野分署 �（36）2300
塩原分署 �（32）2949

ポリオ予防接種のお知らせ
と き 12月22日（水）

※受け付け…午後 1時～ 1時45分
ところ 黒磯保健センター
対 象 生後 3カ月～ 7歳 6カ月未満で、初回また

は 1回のみ接種の乳幼児
その他 母子健康手帳、予診票を持参してください
問い合わせ 黒磯保健センター �（63）1100

遠慮なく
お電話ください！

平成22年12月 5日号１７

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



研
修
会
・
講
座
・
教
室

第
４
回
那
須
塩
原
市

レ
デ
ィ
ー
ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
座

と

き
１
月
７
日
〜
３
月
２５
日

毎
週
金
曜
（
全
１０
回
）

午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

と
こ
ろ

に
し
な
す
の
運
動
公
園
体
育
館

対

象

女
性

定

員

３０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

参
加
費

１
０
０
０
円

申
込
期
限

１２
月
２１
日
�

そ
の
他

ラ
ケ
ッ
ト
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み

■西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�（
３７
）５
４
３
９

問
い
合
わ
せ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
（
提
箸
）

�
０
９
０（
４
６
１
０
）０
６
６
６

ス
キ
ー
教
室

と

き

１
月
１０
日（
月
・
祝
）

午
前
７
時
集
合

午
前
７
時
３０
分
出
発

※
集
合
場
所
…
く
ろ
い
そ
運
動
場

と
こ
ろ

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
ス
キ

ー
リ
ゾ
ー
ト

対

象

小
学
３
年
生
以
上
の
市

民
お
よ
び
市
内
勤
務
者

定

員

４０
人

※
２０
人
未
満
の
場
合
は
中
止
。

参
加
費

中
学
生
以
上

２
５
０
０
円

小
学
生

２
０
０
０
円

※
リ
フ
ト
代
、
昼
食
代
等
を
除
く
。

申
込
期
間

１２
月
１３
日
�
午
前
８
時
３０
分
〜

２４
日
�
午
後
５
時
１５
分

そ
の
他

講
師
は
黒
磯
ス
キ
ー
協
会
所
属

Ｓ
Ａ
Ｊ
指
導
員
が
行
い
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

■西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�（
３７
）５
４
３
９

催
し

下
城
文
江
氏
講
演
会

「
手
話
サ
ー
ク
ル
活
動

の
在
り
方
や
指
針
」

手
話
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

き
、
手
話
を
通
し
て
聴
覚
に
障
害

を
も
つ
人
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
の
講
演
会
で
す
。

と

き

１２
月
１３
日
�

午
前
１０
時
〜
正
午

と
こ
ろ

西
那
須
野
公
民
館

定

員

５０
人

講

師

下
城
文
江
氏
（
栃
木
県

聴
覚
障
害
者
協
会
会
員
）

参
加
費

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会

�（
３７
）５
１
２
２

と
ち
ぎ
再
就
職
支
援

合
同
面
接
会

栃
木
県
お
よ
び
栃
木
労
働
局
で

は
、
栃
木
県
内
で
就
職
を
希
望
し

て
い
る
人
を
対
象
に
合
同
面
接
会

を
開
催
し
ま
す
。

と

き

１２
月
１７
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮

内

容
５０
社
程
度
と
の
合
同
面
接
会

※
予
約
は
不
要
で
す
。

用
意
す
る
も
の

・
複
数
の
履
歴
書

・
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
職

登
録
が
必
要
で
す

問
い
合
わ
せ

県
労
働
政
策
課

�
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

◆ ◆ 図書館だより ◆ ◆
11月から図書館のDVDの貸出点数が、一人「2点まで」に増えました。ぜひ利用してください。
図書館活用術
【図書館ではこんなことができます】
・本、雑誌、新聞、CD、ビデオ、DVDの利用ができます（西那須野図書館には全国の電話帳があります）
・窓口だけでなく、パソコンや携帯電話からも図書館資料の予約ができます
・図書館に所蔵のない本のリクエストも受け付けています
・インターネットの閲覧ができます

【図書館の資料を借りたいときは？】
図書館の資料を借りるための「利用者カード」が必要です。
カードを作るときは、本人確認のため身分証明書を持参してください。
貸出について

開館時間 午前 9時30分～午後 6時 ※休館日…月曜、祝日、年末年始。
問い合わせ 西那須野図書館 �（36）6001 黒磯図書館 �（63）9031 塩原図書館 �（35）2006

貸出期間

2 週間

貸出数

あわせて15冊まで

あわせて 5点まで ※DVDは 2点まで。

区 分

本・雑誌

CD・ビデオ・DVD 利用者カード

１８平成22年12月 5日号



ク
リ
ス
マ
ス

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

�LO
V
E
A
N
D
P
E
A
C
E

�

in
W
est
N
asu

西
那
須
野
商
工
会
青
年
部
が

「
西
那
須
野
駅
西
口
ふ
れ
あ
い
ス

ペ
ー
ス
」
を
会
場
に
、
素
敵
な
ク

リ
ス
マ
ス
を
演
出
し
ま
す
。

と

き

１２
月
１８
日
�

午
後
３
時
〜
６
時

内

容

青
年
部
模
擬
店
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
（
午
後

５
時
か
ら
）
ほ
か

※
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
１
月

上
旬
ま
で
点
灯
予
定
。

問
い
合
わ
せ

西
那
須
野
商
工
会

�（
３６
）０
６
９
７

道
の
駅「
明
治
の
森
・
黒
磯
」

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

当
日
、
道
の
駅
に
て
５
０
０
円

以
上
お
買
い
上
げ
の
お
客
様
に

「
卵
の
つ
か
み
取
り
」
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
ま
た
、
牛
乳
の
無
料
サ
ー

ビ
ス
も
行
い
ま
す
。

と

き

１２
月
２３
日（
木
・
祝
）

午
前
９
時
か
ら
（
景
品
が
無
く

な
り
次
第
終
了
）

問
い
合
わ
せ

道
の
駅
管
理
事
務
所

�（
６３
）０
３
９
９

晩
翠
橋
を

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す

晩
翠
橋
は
、
明
治
１７
年
に
最
初

の
橋
が
架
け
ら
れ
、
現
在
の
橋
は

５
代
目
で
す
。

晩
翠
橋
の
名
前
の
由
来
は
、

「
晩
翠
」
に
は
「
冬
に
な
っ
て
も

木
々
の
緑
が
変
わ
ら
な
い
」
と
い

う
意
味
が
あ
る
の
で
、
那
珂
川
の

崖
に
生
い
茂
っ
て
い
る
松
の
緑
に

由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
晩
翠
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
昼

と
は
違
う
橋
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

と

き
１２
月
２４
日
�
〜
２５
日
�

午
後
６
時
〜
９
時

問
い
合
わ
せ

■本
都
市
整
備
課�（

６２
）７
１
６
０

平
成
２３
年
那
須
塩
原
市

新
春
賀
詞
交
換
会

と

き
１
月
１１
日
�

午
前
１１
時

と
こ
ろ

割
烹
石
山
（
本
町
５
‐
５
）

参
加
費

４
０
０
０
円

※
会
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

那
須
塩
原
市
新
春
賀
詞
交
換
会

事
務
局

・
那
須
塩
原
市
商
工
会

�（
６２
）０
３
７
３

・
那
須
塩
原
市
商
工
会
塩
原
支
所

�（
３２
）３
７
６
７

・
西
那
須
野
商
工
会

�（
３６
）０
６
９
７

那
須
塩
原
市
弓
道
初
射
会

と

き

１
月
１６
日
�

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

三
島
体
育
セ
ン
タ
ー
弓
道
場

対

象
市
民
お
よ
び
市
内
勤
務
者

定

員

４０
人

参
加
費

１
０
０
０
円

申
込
期
限

１
月
１０
日（
月
・
祝
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

弓
道
連
盟
（
加
藤
）

�（
３６
）１
７
８
８

り
っ
く
ん
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

り
っ
く
ん
ラ
ン
ド
は
、
陸
上
自

衛
隊
の
体
験
型
施
設
で
す
。
陸
上

自
衛
隊
の
装
備
品
を
見
た
り
、
触

っ
た
り
、
フ
ラ
イ
ト
の
疑
似
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と

き
１
月
３０
日
�

午
前
７
時
集
合

午
後
５
時
解
散
予
定

※
集
合
・
解
散
場
所

那
須
塩
原
市
役
所
正
面
駐
車
場

行
き
先

り
っ
く
ん
ラ
ン
ド

（
東
京
都
練
馬
区
大
泉
学
園
町
）

対

象
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

（
保
護
者
一
人
同
伴
）

参
加
費
（
入
場
料
）

・
大
人

５
０
０
円

・
小
人
（
小
学
生
〜
高
校
生
）

２
０
０
円

定

員

２０
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
次
の
事
項
を
明

記
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

○
往
信
用
裏
面

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
・
電
話
番
号

※
１
枚
の
ハ
ガ
キ
で
二
人
（
保
護

者
含
む
）
ま
で
申
し
込
み
可
能
。

申
込
期
限

１
月
２０
日
�
必
着

そ
の
他

昼
食
は
各
自
で
準
備
し
て
く
だ

さ
い

申
し
込
み

〒
３
２
４
‐
０
０
２
８

大
田
原
市
富
士
見
１
丁
目
３
９

２
１

那
須
ト
ラ
ベ
ル
２
階

「
大
田
原
地
域
事
務
所
り
っ
く
ん

ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
」

あ
て

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部

大
田
原
地
域
事
務
所

�
０
２
８
７（
２２
）２
９
４
０

多
重
債
務
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

宇
都
宮
財
務
事
務
所
で
は
、
多

重
債
務
で
困
っ
て
い
る
皆
さ
ん
か

ら
の
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
相
談
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時

毎
週
月
〜
金
曜（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
３０
分
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時
３０
分

相
談
方
法

電
話
・
来
所
相
談

相
談
費
用

無
料

問
い
合
わ
せ

宇
都
宮
財
務
事
務
所

�
０
２
８（
６
３
３
）６
２
２
１

（
代
表
）
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※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



年末年始業務一覧
○市役所業務・各施設など

�（0287）

各課

※出生届や死亡届など、戸籍関係の届出は休業期間中でも日直で受け付けます。
※鍋掛公民館・南公民館での住民票等の請求は、12月28日（火）から1月4日（火）の間は利用できません。

■本市民課（62）7132、■西市民福祉課（37）5102

（63）7900

各公民館

（36）0949

（63）1351

（64）1343

（35）4370

（68）7006

（63）3219

（36）8531

（24）0880

（63）9031

（36）6001

（35）2006

※各図書館とも図書の返却は返却ポストへ。ＣＤ・ビデオ・ＤＶＤは壊れるおそれがあるので返却ポストに入れないでください。

くろいそ運動場 （60）1113

にしなすの運動公園 （36）4785

三島体育センター （36）4787

塩原B&G海洋センター （32）5255

○保養・健康福祉施設

注意事項

板室自然遊学センターも左記の
期間は休館

巡回バスは12月25日（土）～1
月4日（火）まで運休となります

○ゆ～バス（地域バス）

取扱業者

やしお観光バス㈱
�0287（37）3335

ジェイアールバス関
東㈱西那須野支店
�0287（36）0109

休業期間

1月1日（土）
～3日（月）

1月1日（土）
～3日（月）

年末年始も運行します

�（0287）

（69）0232

（38）1355

（32）3101

�施設振興公社塩原事業所
（32）3018

（32）5216

路 線 名

湯宮線、鍋掛線

黒磯・西那須野線、
宇都野線、下大貫線、
接骨木線

塩原・上三依線

休業期間

12月29日（水）～1月3日（月）

12月31日（金）～1月3日（月）

12月29日（水）～1月3日（月）

12月28日（火）～1月4日（火）

12月27日（月）～1月4日（火）

12月29日（水）～1月3日（月）

12月27日（月）～1月4日（火）

12月27日（月）～1月4日（火）

12月29日（水）～1月3日（月）

12月27日（月）～1月4日（火）

12月28日（火）～1月4日（火）

冬期間閉鎖（12月～3月)

休業期間

12月31日（金）～1月2日（日）

12月30日（木）～1月3日（月）

12月29日（水）～31日（金）

年末年始は休まず営業します

12月29日（水）～1月3日（月）

12月28日（火）～1月4日（火）

○道の駅

�（0287）

（63）0399

（35）4401

施 設 名

市役所業務

自動交付機

消費生活センター

各地区公民館

那須野が原博物館

黒磯郷土館

日新の館

関谷郷土資料館

田舎ランド鴫内

黒磯文化会館

三島ホール

那須野が原ハーモニーホール

黒磯図書館

西那須野図書館

塩原図書館

くろいそ運動場、那珂川河畔運動公園

にしなすの運動公園

三島体育センター

関谷南公園、塩原B&G海洋センター

塩原運動公園

休業期間

1月1日（土）～3日（月）

12月29日（水）
～1月3日（月）

1月1日（土）、4日（火）
5日（水）

施 設 名

板室健康のゆ
グリーングリーン

長寿の湯
（健康長寿センター内）

湯っ歩の里

塩原温泉華の湯

遊湯センター

ゆっくりセンター

施設名

明治の森・黒磯

旧青木家那須別邸

アグリパル塩原
（農産物直売所・
レストラン）

庁
舎
な
ど

公
民
館
な
ど

ホ
ー
ル

図
書
館

体
育
施
設

２０平成22年12月 5日号



○休日当番医

西那須野・塩原地区
【昼間】診療時間：午前9時～午後5時

�（0287）

（36）3639

（36）8211

（36）0147

（34）0678

（37）5200

（37）5353

【夜間】診療時間：午後6時30分～ 9時30分

(23)6500

○水道

夜間、土・日曜、祝日および12月29日（水）～1
月3日（月）の水道漏水工事は、次に連絡をしてくだ
さい。

【連絡先】 鳥野目浄水場 �（62）0229
千本松浄水場 �（36）3145

問い合わせ ■西水道施設課 �（37）5209

○し尿処理

取扱業者

㈲ポートワン �0287（62）1455
㈲新井衛生社 �0287（62）1753
㈲アイワ �0287（36）1090
協業組合環境整美公社

�0287（23）3231
㈲高安産業 �0287（22）3378
㈱那須清掃サービス �0287（74）0516
宇都宮文化センター㈱

�028（633）6171

※年末年始は大変混雑するので早めに連絡を。
問い合わせ
那須地区広域行政事務組合 �（65）3611

○火葬場

�（0287）

■本環境管理課
�（62）7142

大田原市役所
�（23）1111

医療機関（所在地）

阿久津整形外科（永田町）

図南循環器消化器診療所（東三島）

佐藤医院（西栄町）

きくち内科クリニック（下田野）

あゆがせ小児科医院（新南）

小沼内科胃腸科クリニック
（西朝日町）

大田原市休日等急患診療所
（大田原市保健センター内）

休業期間

1月1日（土）
～2日（日）

1月1日（土）
～3日（月）

施設名

那須聖苑

大田原市火葬場

休業期間

12月29日（水）～
1月3日（月）

12月29日（水）
～1月3日（月）

期 日

12月29日（水）

12月30日（木）

12月31日（金）

1月1日（土）

1月2日（日）

1月3日（月）

黒 磯 地 区
【昼間】診療時間：午前9時～午後5時

�（0287）

（72）0311

（72）0230

（62）0733

【夜間】診療時間：午後7時～10時

（63）1100

○歯科休日当番医

診療時間：午前9時～正午

�（0287）

（63）8648

（63）0048

（65）2830

（63）5919

（65）2133

（64）1180

○ごみ収集・受け入れ

○ごみ収集
12月31日（金）まで収集します。
※1月の収集は4日（火）からとなります。

○ごみの受け入れ（那須塩原クリーンセンター）
12月31日（金） 午前9時～正午、午後1時～5

時まで
※1月のごみの受け入れは4日（火）からとなります。
問い合わせ
那須塩原クリーンセンター �（68）1881
■本環境対策課 �（62）7301

医療機関（所在地）

立花医院（那須町）

塚原医院（那須町）

菅間記念病院（大黒町）

黒磯那須地区休日等急患診療所
(黒磯保健センター内)

医療機関（所在地）

ましこ歯科医院（錦町）

いずみ歯科医院（豊浦中町）

矢島歯科医院（大原間）

松本歯科（鍋掛）

江口歯科医院（大原間西）

桧山歯科クリニック（弥生町）

12月29日（水）
～1月3日（月）

期 日

12月29日（水）

12月30日（木）

12月31日（金）

1月1日（土）

1月2日（日）

1月3日（月）

期 日

12月29日（水）

12月30日（木）

12月31日（金）

1月1日（土）

1月2日（日）

1月3日（月）

1月4日（火）

平成22年12月 5日号２１



塩
原
の
温
泉
と
渓
谷
美
は
人
の

心
を
打
つ
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は

文
人
た
ち
も
同
じ
で
し
た
。
塩
原

温
泉
は
、
古
い
歴
史
を
持
ち
ま
す

が
、
近
代
に
入
り
文
人
墨
客
に
よ

り
、
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。

那
須
野
が
原
博
物
館
は
、
合
併

に
伴
い
文
学
を
資
料
収
集
の
分
野

に
加
え
ま
し
た
。
資
料
的
に
は
少

な
い
で
す
が
、
市
お
よ
び
那
須
野

が
原
の
範
囲
で
収
集
を
図
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
び
は
、
塩
原
温
泉
の
紹

介
の
先
駆
け
と
な
っ
た
奥
蘭
田
の

『
塩
渓
紀
勝
』と
尾
崎
紅
葉
の『
金

色
夜
叉
』、
徳
冨
蘆
花
の『
青
蘆
集
』

の
３
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

奥
蘭
田
は
、
名
を
玄
宝
と
い
い
、

天
保
７
（
一
八
三
六
）
年
に
現
在

の
大
阪
府
泉
佐
野
市
に
生
ま
れ
ま

す
。
日
本
水
産
会
理
事
長
や
東
京

商
業
会
議
所
の
副
頭
取
と
な
る
な

ど
、
実
業
界
で
活
躍
し
た
人
で
し

た
。
明
治
２１
（
一
八
八
八
）
年
に

せ
い
き
け
ん

塩
原
の
畑
下
に
静
寄
軒
と
名
づ
け

た
別
荘
を
構
え
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
年
『
塩
渓
紀
勝
』
の
執
筆
に

入
り
、
明
治
２３
年
６
月
４
日
に
出

版
さ
れ
ま
す
。
四
巻
か
ら
な
り
、

原
文
は
漢
文
で
書
か
れ
、
全
景
を

一
八
景
に
分
け
、
各
景
ご
と
に
詩

画
を
配
し
て
い
ま
す
。
こ
の
出
版

に
よ
り
塩
原
温
泉
が
全
国
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
人
々

が
塩
原
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
書
籍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
尾
崎
紅
葉
の
『
金
色

夜
叉
』
も
ま
た
塩
原
を
よ
り
広
く

紹
介
し
た
書
籍
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。尾
崎
紅
葉
は
、慶
応
３
（
一
八

六
七
）
年
に
東
京
に
生
ま
れ
ま
す
。

風
俗
小
説
で
人
気
作
家
と
な
り
、

「
金
色
夜
叉
」
を
読
売
新
聞
に
明

治
３０
（
一
八
九
七
）
年
の
一
月
か

ら
同
３５
（
一
九
〇
二
）
年
ま
で
断

続
的
に
連
載
し
ま
し
た
が
、
未
完

に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
塩
原
は
最

終
章
に
向
か
う
大
事
な
場
面
で
描

か
れ
、『
続
々
金
色
夜
叉
』の
は
じ

め
の
部
分
で
は
、言
葉
を
尽
く
し
て

塩
原
の
風
景
を
賞
賛
し
て
い
ま
す
。

ほ
と
と

徳
冨
蘆
花
と
い
え
ば
、『
不
如

ぎ
す歸
』
が
代
表
作
で
す
が
、
塩
原
を

紹
介
し
た
も
の
と
し
て『
青
蘆
集
』

が
あ
り
ま
す
。
西
那
須
野
停
車
場

か
ら
塩
原
の
風
景
が
淡
々
と
描
か

れ
て
い
ま
す
。
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「
編
集
後
記
」

▼
那
須
拓
陽
高
校
の
女
子
、
三
島

中
学
校
の
女
子
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、

高
校
・
中
学
校
の
県
駅
伝
競
走
大

会
で
優
勝
し
、
県
代
表
と
し
て
12

月
に
開
か
れ
る
全
国
駅
伝
競
走
大

会
に
出
場
し
ま
す
。
市
内
の
学

校
・
生
徒
が
全
国
大
会
で
活
躍
で

き
る
よ
う
応
援
し
ま
し
ょ
う
。
○小

▼
日
ご
ろ
取
材
に
出
る
と
、
本
市

の
大
き
さ
を
痛
感
す
る
。
場
所
移

動
に
何
十
分
、
平
地
と
山
沿
い
の

気
候
の
差
な
ど
。
合
併
５
周
年
記

念
式
典
で
、「
故
郷
」を
合
唱
し
た

際
、
こ
の
大
き
く
な
っ
た
本
市
を

誇
れ
る
よ
う
な
故
郷
に
す
る
た
め
、

広
報
が
で
き
る
こ
と
を
改
め
て
考

え
ま
し
た
。

○戸

▼
紅
葉
の
季
節
が
終
わ
り
、
す
っ

か
り
冬
景
色
に
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
の
頃
は
、
か
な
り
雪
が
降
っ

て
寒
か
っ
た
記
憶
が
あ
る
の
で
す

が
、
最
近
は
雪
景
色
が
珍
し
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
気
が
し
ま
す
。
交

通
機
関
に
は
悪
影
響
が
あ
っ
て
も
、

神
秘
的
な
雪
景
色
は
美
し
い
も
の

で
す
。

○興

▼
先
月
合
併
５
周
年
記
念
式
典
を

取
材
し
ま
し
た
。
改
め
て
那
須
塩

原
市
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、

人
、
景
色
、
歴
史
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
本
当
に
多
く
の
魅
力
に
溢
れ
て

い
る
ま
ち
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
来

年
は
そ
の
多
く
の
魅
力
を
伝
え
る

広
報
紙
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報

提
供
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
�鎌

Vol.8

塩原文学の
作家と作品

お ざきこうよう こんじき や しゃ

上：尾崎紅葉の『金色夜叉』
おくらんでん えんけい き しょう

右：奥蘭田の『塩渓紀勝』
とくとみ ろ か せい ろ しゅう

下：徳冨蘆花の『青蘆集』
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